
二
〇
二
三
（
令
和
五
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

秋
季
大
会 

 

＊
対
面
を
主
と
す
る
ハ
イ
フ
レ
ッ
ク
ス
方
式
（
対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
方
式
） 

 

対
面
会
場:

 
追
手
門
学
院
大
学 

茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス 

２
階
Ａ
２
７
１
教
室 

オ
ン
ラ
イ
ン
：「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
に
よ
る
中
継
。
リ
モ
ー
ト
参
加
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。 

詳
細
は
昭
和
文
学
会
Ｈ
Ｐ
（http://swbg.org

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

＊
日
時 

一
一
月
一
一
日
（
土
）
一
三
時
〜
一
七
時
三
〇
分 

 

特
集 

女
性
の
／
と
エ
ッ
セ
イ
再
考 

 

【
開
会
の
辞
】 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

追
手
門
学
院
大
学
学
長 

真
銅 

正
宏 

 

【
講
演
】 

エ
ッ
セ
イ
と
小
説
の
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

作
家 

津
村 

記
久
子 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

聞
き
手 
岡 

英
里
奈 

・ 

康 

潤
伊 

 

【
研
究
発
表
】 

批
評
と
エ
ッ
セ
イ
の
あ
い
だ 

―
―

三
枝
和
子
『
恋
愛
小
説
の
陥
穽
』
を
め
ぐ
っ
て―

―
 

都
留
文
科
大
学
・
創
価
大
学
（
非
） 
高
山 

京
子 

 

疎
外
さ
れ
る
多
声 

―
―

在
日
女
性
エ
ッ
セ
イ
の
視
角
か
ら―

―
 

滋
賀
大
学
・
天
理
大
学
他
（
非
） 

金
岡 

直
子 

 

【
基
調
報
告
】 

「
あ
の
女
に
と
っ
て
は
こ
の
汚
い
国
の
一
部
一
部
が
金
よ
り
も
価
値
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
？
」 

―
―

旅
行
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
者
像
を
捉
え
返
す―

―
 

近
畿
大
学 

泉
谷 

 

瞬 

司
会 

齋
藤 

樹
里 

・ 

山
崎 

和 

 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
会 

岡 

英
里
奈 

・ 

康 

潤
伊 

 

【
閉
会
の
辞
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

代
表
幹
事 

佐
藤 

秀
明 

  

※
懇
親
会
の
開
催
を
、
学
内
に
て
一
八
時
よ
り
予
定
し
て
い
ま
す
。 



追
手
門
学
院
大
学 

茨
木
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

〒
五
六
七―

〇
〇
一
三 

大
阪
府
茨
木
市
太
田
東
芝
町
一―

一 
●
Ｊ
Ｒ
総
持
寺
駅
か
ら
徒
歩
一
五
～
二
〇
分 

●
阪
急
総
持
寺
駅
か
ら
徒
歩
二
〇
～
二
五
分 

 
 

●
阪
急
茨
木
市
駅
か
ら
、
近
鉄
バ
ス
が
キ
ャ
ン
パ
ス
前
ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
。 

（
花
園
・
東
和
苑
行
き
。
追
大
総
持
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
前
下
車
。
乗
車
時
間
約
一
六
分
） 

   

★
大
学
食
堂
は
営
業
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

ご
昼
食
は
皆
さ
ま
銘
々
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

な
お
キ
ャ
ン
パ
ス
前
に
、 

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

              
 



【
企
画
趣
旨
】「
エ
ッ
セ
イ(e

ssa
y
)

」
と
い
う
語
が
「
随
筆
」
の
意
味
に
収
斂
し
、
そ
れ
に
か
わ
る
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
名
称
と 

し
て
定
着
す
る
の
は
、
い
つ
か
ら
で
あ
ろ
う
か―

―

。
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
一
九
五
一
（
昭
和

二
六
）
年
の
日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
創
設
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
は
「
試
論
」
や
「
論
説
」
な
ど
、
「
随
筆
」
の

類
似
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
よ
り
も
幅
広
い
種
々
の
文
章
を
指
す
語
と
し
て
「
エ
ッ
セ
イ
」
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
一

九
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
文
壇
と
は
異
な
る
文
脈
か
ら
の
書
き
手
や
表
現
に
よ
る
エ
ッ
セ

イ
が
登
場
・
定
着
し
、
数
々
の
話
題
作
や
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
生
ん
だ
。
近
現
代
の
文
学
史
に
お
い
て
も
、
ま
た
現
行
の
出

版
界
に
お
い
て
も
、
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
文
芸
ジ
ャ
ン
ル
は
確
か
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
エ
ッ
セ
イ
が
文

学
研
究
の
主
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
機
会
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
本
企
画
は
、
そ
の
よ
う
な
エ
ッ
セ
イ
を
議
論
の
俎
上

に
載
せ
、
そ
の
表
現
の
変
遷
や
社
会
的
に
果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
再
考
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。 

 

と
り
わ
け
注
目
し
た
い
の
が
、
女
性
の
書
き
手
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
「
随
筆
」
や
「
小
品
」
と
主

に
呼
ば
れ
た
時
代
も
含
め
、
与
謝
野
晶
子
や
森
田
た
ま
、
林
芙
美
子
、
幸
田
文
、
森
茉
莉
、
田
辺
聖
子
ら
に
よ
っ
て
連
綿

と
紡
が
れ
て
き
た
。
と
く
に
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
林
真
理
子
『
ル
ン
ル
ン
を
買
っ
て
お
う
ち
に
帰
ろ
う
』（
一
九
八
二
）

や
群
よ
う
こ
『
午
前
零
時
の
玄
米
パ
ン
』（
一
九
八
四
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
「
自
虐
」
を
交
え
た
「
飾
ら
な
い
、
あ
り

の
ま
ま
の
、
ふ
つ
う
の
私
」
を
表
現
す
る
よ
う
な
文
体
が
登
場
し
、
女
性
エ
ッ
セ
イ
の
モ
ー
ド
を
変
え
て
い
っ
た
。
こ
う

し
た
「
ふ
つ
う
」
の
女
性
た
ち
に
よ
る
「
自
虐
」
や
「
暴
露
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
読
者
で
あ
る
女
性
た
ち
を
勇
気
づ

け
る
こ
と
も
あ
る
一
方
で
、
女
性
た
ち
の
対
立
を
煽
り
、
分
断
を
生
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
に
お
い
て
は
酒
井

順
子
『
負
け
犬
の
遠
吠
え
』（
二
〇
〇
三
）
や
雨
宮
ま
み
『
女
子
を
こ
じ
ら
せ
て
』（
二
〇
一
一
）、
ジ
ェ
ー
ン
・
ス
ー
『
貴

様
い
つ
ま
で
女
子
で
い
る
つ
も
り
だ
問
題
』（
二
〇
一
四
）
な
ど
、
多
様
化
し
た
女
性
た
ち
の
生
き
方
や
そ
れ
ゆ
え
の
生

き
づ
ら
さ
に
言
葉
を
与
え
る
よ
う
な
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
し
て
の
側
面
を
よ
り
強
く
持
っ
た
作
品
が
登
場
し
て
き
て

い
る
。「
ふ
つ
う
」
の
女
性
た
ち
の
生
き
様
を
語
っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
女
性
エ
ッ
セ
イ
は
、
時
に
小
説
以
上
に
多
く
の
読

者
を
獲
得
し
、
影
響
力
を
持
っ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。 

し
か
し
こ
れ
ま
で
の
文
学
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
イ
は
「
軽
い
も
の
」「
文
学
的
で
は
な
い
も
の
」
と
み
な

さ
れ
、
男
性
作
家
に
よ
る
も
の
以
上
に
、
文
学
研
究
の
対
象
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
小
説
家
に
よ
る
エ
ッ
セ

イ
の
場
合
で
も
、
作
家
の
思
想
的
背
景
の
裏
付
け
や
小
説
読
解
の
た
め
の
補
助
的
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
女
性
エ
ッ
セ
イ
に
は
、
評
論
や
小
説
と
は
異
な
る
位
相
の
言
葉
で
以
て

社
会
に
ア
ク
セ
ス
し
て
き
た
と
い
う
点
で
、
文
学
史
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
上
に
お
け
る
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。
彼

女
た
ち
の
時
に
挑
発
的
な
し
た
た
か
さ
や
し
な
や
か
さ
を
持
っ
た
言
葉
、
そ
れ
ゆ
え
に
生
起
す
る
読
ま
れ
る
こ
と
へ
の
自

覚
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
語
り
の
ゆ
ら
ぎ
、
そ
し
て
そ
れ
を
発
表
す
る
メ
デ
ィ
ア
や
読
者
と
の
関
係
の
あ
り
方
。
そ
れ
ら
か

ら
は
文
学
研
究
の
主
題
た
り
得
る
様
々
な
論
点
が
提
起
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

【
講
演
者
紹
介
】 

津
村
記
久
子
（
つ
む
ら
・
き
く
こ
） 

一
九
七
八
年
大
阪
市
生
ま
れ
。
二
〇
〇
五
年
「
マ
ン
イ
ー
タ
ー
」
（
の
ち
に
『
君
は
永
遠
に
そ
い
つ
ら
よ
り
若
い
』
に

改
題
）
で
太
宰
治
賞
を
受
賞
し
て
デ
ビ
ュ
ー
。
〇
八
年
『
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ブ
レ
ス
・
ユ
ー
!!
』
で
野
間
文
芸
新
人
賞
、

〇
九
年
「
ポ
ト
ス
ラ
イ
ム
の
舟
」
で
芥
川
賞
、
一
一
年
『
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』
で
織
田
作
之
助
賞
、
一
三
年

「
給
水
塔
と
亀
」
で
川
端
康
成
文
学
賞
、
一
六
年
『
こ
の
世
に
た
や
す
い
仕
事
は
な
い
』
で
芸
術
選
奨
新
人
賞
、
一
七
年

『
浮
遊
霊
ブ
ラ
ジ
ル
』
で
紫
式
部
文
学
賞
、
一
九
年
『
デ
ィ
ス
・
イ
ズ
・
ザ
・
デ
イ
』
で
サ
ッ
カ
ー
本
大
賞
、
二
〇
年
「
給

水
塔
と
亀
（T

h
e
 W

a
te

r T
o
w

e
r a

n
d

 th
e
 T

u
rtle

）
」（
ポ
リ
ー
・
バ
ー
ト
ン
訳
）
でP

E
N

／
ロ
バ
ー
ト
・
Ｊ
・
ダ
ウ
新

人
作
家
短
編
小
説
賞
、
二
三
年
『
水
車
小
屋
の
ネ
ネ
』
で
谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
。
近
著
に
『
う
ど
ん
陣
営
の
受
難
』『
サ

キ
の
忘
れ
物
』『
つ
ま
ら
な
い
住
宅
地
の
す
べ
て
の
家
』『
現
代
生
活
独
習
ノ
ー
ト
』
な
ど
、
ま
た
エ
ッ
セ
イ
に
『
や
り
た

い
こ
と
は
二
度
寝
だ
け
』『
二
度
寝
と
は
、
遠
く
に
あ
り
て
想
う
も
の
』『
く
よ
く
よ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
『
枕
元
の
本
棚
』

『
ま
ぬ
け
な
こ
よ
み
』『
や
り
な
お
し
世
界
文
学
』
な
ど
が
あ
る
。 



 
【
研
究
発
表
要
旨
】 

批
評
と
エ
ッ
セ
イ
の
あ
い
だ―

―

三
枝
和
子
『
恋
愛
小
説
の
陥
穽
』
を
め
ぐ
っ
て―

―
 

 

高
山
京
子
（
た
か
や
ま
・
き
ょ
う
こ
） 

日
本
文
学
に
お
け
る
エ
ッ
セ
イ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
お
お
ま
か
に
言
っ
て
二
つ
の
大
き
な
潮
流
が
あ
る
。
ひ
と
つ

は
、『
枕
草
子
』
に
始
ま
る
「
随
筆
」
の
伝
統
で
、
主
と
し
て
書
き
手
の
身
辺
生
活
や
感
性
の
表
出
が
中
心
と
な
る
も
の
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
な
ど
海
外
の
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
流
れ
を
汲
む
、「
試
み
」「
批
評
」
な
ど
を
表
現
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
富
岡
多
惠
子
は
、「
エ
ッ
セ
イ
風
な
書
き
方
と
、
評
論
風
の
き
ち
ん
と
し
た
書
き
方
と
の
あ
い
だ

を
い
く
と
い
う
や
り
か
た
は
、
意
識
し
て
い
た
」
と
い
っ
た
興
味
深
い
発
言
を
し
て
い
る
。
そ
の
富
岡
を
し
て
「
あ
な
た
、

や
り
始
め
た
わ
ね
」
と
言
わ
し
め
た
の
が
、
三
枝
和
子
の
『
恋
愛
小
説
の
陥
穽
』
で
あ
っ
た
。 

三
枝
は
こ
こ
で
、
い
わ
ゆ
る
文
豪
と
呼
ば
れ
る
男
性
作
家
の
恋
愛
小
説
を
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
徹
底
的
に
相

対
化
し
て
み
せ
た
。
本
発
表
で
は
、
没
後
二
〇
年
を
迎
え
た
三
枝
和
子
の
表
題
作
品
を
中
心
に
、
同
時
代
の
女
性
作
家
の

著
作
も
視
野
に
入
れ
、
批
評
と
エ
ッ
セ
イ
の
あ
い
だ
に
立
つ
、
そ
の
戦
略
的
な
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
都
留
文
科
大
学
・
創
価
大
学 

非
） 

 

疎
外
さ
れ
る
多
声―

―

在
日
女
性
エ
ッ
セ
イ
の
視
角
か
ら―

―
 
 
 
 
 
 

金
岡
直
子
（
か
な
お
か
・
な
お
こ
） 

日
本
に
「
在
日
朝
鮮
人
」
が
誕
生
し
て
一
〇
〇
年
以
上
が
経
過
し
、
在
日
朝
鮮
人
、
韓
国
人
に
よ
る
文
学
（
以
下
、「
在

日
文
学
」）
に
も
女
性
の
視
点
が
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
在
日
文
学
」
に
は
、
女
性
に
対
す
る
み

え
ざ
る
〈
疎
外
〉
の
問
題
が
あ
る
。
民
族
闘
争
、
あ
る
い
は
政
治
的
抵
抗
の
証
と
し
て
「
在
日
文
学
」
が
語
ら
れ
て
き
た

な
か
で
、
女
性
た
ち
は
後
景
に
お
か
れ
て
き
た
。
そ
の
当
事
者
で
あ
る
女
性
た
ち
の
貴
重
な
証
言
集
と
し
て
、
呉
文
子
に

よ
る
同
人
誌
『
鳳
仙
花
』（
一
九
九
一
・
一
～
二
〇
一
三
・
九
、
全
二
七
冊
）
の
存
在
が
あ
る
。
同
誌
の
素
朴
な
文
体
で

つ
づ
ら
れ
た
経
験
的
事
実
と
、
同
時
期
の
在
日
女
性
作
家
の
エ
ッ
セ
イ
を
比
較
し
つ
つ
、
韓
国
文
学
に
お
け
る
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
に
先
駆
け
た
動
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
。
同
時
に
、
作
家
や
同
人
た
ち
の
「
身
世
打
鈴
」
は
、
あ
く
ま
で
「
在

日
文
学
」
の
一
隅
を
照
ら
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
も
立
て
て
い
く
。
彼
女
た
ち
が
抱
え
て
き
た

二
重
〈
疎
外
〉―

―

在
日
外
国
人
／
女
性―

―

を
消
化
す
る
に
は
、
い
ず
れ
か
の
国
へ
の
傾
斜
／
女
性
ら
し
さ
の
肯
定
、

と
い
う
よ
う
な
行
動
で
均
衡
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。
そ
の
均
衡
の
要
因
と
も
い
え
る
限
定
的
な
「
在
日
」
像
に
つ
い
て
も

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
滋
賀
大
学
・
天
理
大
学
他 

非
） 

 

「
あ
の
女
に
と
っ
て
は
こ
の
汚
い
国
の
一
部
一
部
が
金
よ
り
も
価
値
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
？
」 

―
―

旅
行
エ
ッ
セ
イ
の
執
筆
者
像
を
捉
え
返
す―

―
 

泉
谷
瞬
（
い
ず
た
に
・
し
ゅ
ん
） 

女
性
が
国
外
を
旅
す
る
と
い
う
「
経
験
」
は
、
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
か
。
本
報
告
で
は
、
さ
く
ら
も
も
こ
や
角
田
光
代
を
始
め
と
す
る
一
九
八
〇
～
二
〇
〇
〇
年
代
を
中
心
と
し
た
様
々
な

女
性
の
書
き
手
か
ら
な
る
海
外
旅
行
記
（
旅
行
エ
ッ
セ
イ
）
に
焦
点
を
当
て
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
形
成
さ
れ
る
観
光

イ
メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
ら
を
消
費
す
る
読
者
の
願
望
が
あ
ら
か
じ
め
投
影
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
る

と
「
エ
ッ
セ
イ
」
と
い
え
ど
も
、
そ
う
し
た
読
者
か
ら
の
要
請
を
見
越
し
た
自
己
規
定
や
作
為
性
か
ら
完
全
に
逃
れ
る
こ

と
は
難
し
く
、
む
し
ろ
旅
行
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
す
る
主
体
と
し
て
期
待
さ
れ
る
女
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。 

ま
た
、
そ
れ
ら
の
非
日
常
的
な
表
現
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
「
観
光
客
の
ま
な
ざ
し
」
（
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
リ
）
が
、
経

済
的
な
翳
り
を
見
せ
始
め
る
同
時
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
「
日
常
」
イ
メ
ー
ジ
を
逆
に
強
化
・
再
確
認
さ
せ
た
可
能
性

も
検
討
し
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
近
畿
大
学
） 

 


